
 

 

 

 

 

 

小牧市における基幹系システムの標準準拠システムへ

の更新に係る情報提供依頼（RFI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 7 月 

小牧市 市長公室 行政改革課 



1. 情報提供依頼（RFI）の背景と目的 

令和 3 年 9 月１日に「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」が施行され、

住記系、税系、福祉系の 20 業務について、令和 7 年度末までに国が定める標準仕様に準

拠したシステム（以下、「標準準拠システム」）へシステム移行することが求められていま

す。 

国の方針に沿い、現行システムから標準準拠システムへ切り替えることで、本市はシス

テム導入や運用コストの削減、将来的なベンダーロックインの解消、行政サービス・住民

の利便性向上、行政事務運用の効率化を実現することを目指しています。本市ではこれま

でに、現行システムの基礎調査の他、現行システムと標準準拠システムとの比較分析等を

進めてきました。 

また、本市に標準準拠システム等を提供できる事業者がいるかを調査するため、令和 4

年 1 月に簡易的な情報提供依頼（RFI）を実施しました。 

今回の情報提供依頼（RFI）では、改めて本市に標準準拠システムを提供できる事業者

がいるかの調査や、システム移行にかかる費用及びシステム構成案等の詳細な内容を把握

することを目的としています。 

 

2. 本市の基本方針 

 本市ではガバメントクラウド上に搭載されている標準準拠システムの使用を想定してい

ます。標準化対象業務・標準化対象外業務について一括で調達し、標準化対象業務につい

ては、シフト・リフト同時に行う想定です。また、更新時期は令和７年１０月までに行う

想定です。 

戸籍総合システム（戸籍、戸籍の附票）については、戸籍業務所管部署による調達・更

新を予定しています。本情報提供依頼では、戸籍総合システム（戸籍、戸籍の附票）の標

準準拠システムへの更新については除外しますが、戸籍総合システム（戸籍、戸籍の附

票）とのデータ連携部分は含むものとします。 

本市のシステム概要は下図及び別紙１のとおりです。 

 

  



3. 情報提供依頼内容 

 以下の内容について、情報提供を依頼します。 

項番 情報提供依頼内容 回答様式 

1 標準準拠システムの提供可否及びシステム概要 様式１ 

2 標準準拠システムに関わるシステム移行・運用保守経費等、システ

ム移行全般にかかる概算見積り（※3） 

本市で想定しているものは下表のとおりですが、下表以外に必要な

経費がある場合には、新たに経費項目を追加し見積もること。 

経費項目名 内容 

標準準拠システム移行経費 移行するための経費 

デジタル庁が想定する経費は

以下のとおり 

・アプリケーション開発経費 

・環境構築経費 

・文字同定作業経費 

・データクレンジング作業経

費 

・データ移行作業経費 

・関連システムとの連携プロ

グラム等の修正作業経費 

・関連システムの稼働環境へ

の接続設定等作業経費 

・システム運用テスト経費 

・操作研修経費 

・プロジェクト管理費 

・その他 

システム使用経費 標準準拠システムを使用する

ための経費 

保守運用経費 標準準拠システムの保守運用

するための経費 

ガバメントクラウド利用経費 ガバメントクラウドを利用す

るための経費 

ガバメントクラウド回線利用

経費 

ガバメントクラウドに接続す

る回線の関する経費 

基幹系端末設定経費 基幹系端末を設定変更する経

費 
 

任意様式

(※1) 



 

項番 情報提供依頼内容 回答様式 

3 標準準拠システム以外の基幹系システム移行・運用保守経費等、シ

ステム移行全般にかかる概算見積り（※3） 

本市で想定しているものは下表のとおりですが、下表以外に必要な

経費がある場合には、新たに経費項目を追加し見積もること。 

経費項目名 内容 

システム移行経費 移行するための経費 

環境整備委託 標準準拠システム以外のシス

テムや付随機能（EUC）等を

引続き使用するための環境構

築経費 

ハードウェア更新経費 オンプレミス環境でシステム

を構築する場合に必要な経費 

システム使用経費 標準準拠システム以外のシス

テムを使用するための経費 

保守運用経費 標準準拠システム以外のシス

テムを保守運用するための経

費 

ガバメントクラウド利用経費 ガバメントクラウドを利用す

るための経費 ※ガバメント

クラウドを利用する場合 

ガバメントクラウド回線利用

経費 

ガバメントクラウドに接続す

る回線を利用するための経費 

※ガバメントクラウドを利用

する場合 

基幹系端末設定経費 基幹系端末を設定変更する経

費 
 

任意様式 

(※1) 

4 ガバメントクラウドやガバメントクラウド以外の環境を踏まえた、

本市を想定したネットワーク及びシステム構成図（概要） 

ネットワーク及びシステム構成図（概要）には、標準化対象外のシ

ステムも記載すること。資料は、ガバメントクラウド先行事業の

内、せとうち３市が採択団体応募資料として公開している事業計画

に記載のものを参考に作成すること。 （※2） 

任意様式 

5 共通機能・非機能要件の提供可否及びシステム概要 様式 2 



※1 項番 2 と項番 3 は同じ様式で提出可能とするが、移行経費については、標準準拠シ

ステム部分の移行経費がわかるように記載すること。 

※2 参考ＵＲＬ

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/information/field_ref_resources/8c953d48

-271d-467e-8e4c-f7baa8ec018b/c0adc4dd/20230609_news_local_governments_plan_02.zip 

※3 見積もりについては、可能な限り詳細な経費を提示すること。見積もりに対する条件

等がある場合は、条件等も記載すること。 

 

4. 情報提供依頼（RFI）のスケジュール 

 スケジュールは、以下のとおりとする。 

質問がある場合は、質問票を任意様式で質問期限までに提出すること。 

質問の回答は、質問回答の期限までに市ホームページに掲載する。 

内容 期限 

情報提供依頼（RFI）の公示日 令和 5 年 7 月 3 日（月） 

質問期限 令和 5 年 7 月 18 日（火） 

質問回答 令和 5 年 7 月 25 日（火） 

情報提供書類提出 令和 5 年 9 月 4 日（月） 

 

5. 提出方法 

提出方法   ：3．情報提供依頼内容に示す提出資料を電子メールで送信 

メール送付先 ：小牧市 市長公室 行政改革課 デジタルイノベーション係宛て 

メールアドレス：gyoukaku@city.komaki.lg.jp 

メール表題  ：【小牧市システム標準化に係る情報提供依頼回答】提出事業者名 

 ※提出事業者名の箇所には、貴社の名称を記載する。 

  質問を提出する場合、上記メール表題の「回答」部分を「質問」

に変更すること。 

  提出期限   ：4．情報提供依頼（RFI）のスケジュールに示す各提出期限の 17 時 

まで。 

 

 

6. 情報提供依頼に関する留意事項 

(1) 本情報提供依頼の実施をもって、本市が調達を行なうことを約束したり、回答者に

特別の地位を約束したりするものではありません。 

(2) 資料提供いただいた回答者に対し、必要に応じて、後日ヒアリングの実施、追加資

料の提供を依頼する場合があります。 

(3) 回答いただいた内容については、今後、システムの調達仕様書等に反映する場合が



あります。 

(4) 本情報提供依頼の実施に要する一切の費用は、回答者の負担とします。 

(5) 提出された資料は、返却しません。 

(6) 本情報提供依頼書に記載した内容は、作成日現在で当課が把握・想定している情報

等に基づくもので、変更される可能性があります。不明点について確認が必要な場合

は、電子メールにてお問合せください。 

 

7．問い合わせ先 

 小牧市 市長公室 行政改革課 デジタルイノベーション係 （担当：吉田、森、松原） 

  電話  0568-76-1113 

   メール gyoukaku@city.komaki.lg.jp 


